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「人間 は樹木の ごと く … … 」（99）

一樹木と二 人の旅人一一一一

佐佐木茂美
’

　　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ 中枇 に と っ て の 東方世界の 歴史お よ び 地理 の 貴重 な資料一
と言 うよ り も虚実

な い 交ぜ の 記述、 マ ル コ ・ボ ー
口 の 余 りに も著明な 「東方見 聞録』

1〕は オ リ ジ ナ ル は す で に

消 失 し て い る
。 し か し そ れ に 非常 に 近 い パ リ 国立 図書 館所蔵 の 最 占 の 写本 （B，N ，　f．　fr．

nl6 ）（14 世 紀初頭）2）を一
イ sv ア 語 の ア ク セ ン 切 強 い フ ラ ・ ス 語一 一

マ ・レ 哨 射 ・、U、

エ フ ィ リ ッ
プ 4 世の 兄 弟に よ リ ヴ ェネ ツ ィ ア に 遣わ さ れ て い た チ ボ ー ・

ド・シ ュ ポ ワ （Th ト

baut　de　Chepoy ） に 1307年 8 月謹呈 す る 3，。か れ は 帰国後そ の ヴ ア ージ
ョ

ン の イ タ リ ア 訛

りを修正 、フ ラ ン ス 王 宮廷 の 趣向を考慮 し、改 変 さ せ る （省略部分 も あ る）。こ の 14 世紀 の

真正 の フ ラ ン ス 語 に よ る改定版の が コ ピ
ー

を重 ね る 。

　序論 は 「人 間 の 様 ・々な 人種 と世 界 の 様 々 な 地 方 の 多様性」 （deverses　jenerasions　des
h・mes ・・t・les・deversite’s　des　deverses・ egi ・n ・ d・u　m ・ nd ・）s・を、ア ・レ メ ニ ア 、ぺ ，・ シ

。 、
タ タ

ー
ル 、イ ン ド、等 の 「最 も大い な る驚異 の す べ て と大 い な る 多様性」 （toutes　les　gran −

dism・“・　m ・・v ・itles　et　leg．　g・ant 伽 θ磁 6・）6）を
．．

マ ・レ ク ・ポ ・岻 が ．］（messi ，es　Marc　P。1）
語 る と し、序論末尾 は 「か れ が 見 、か れ が 聞 い た すべ て 大 い な る驚異 を書 き取 ら さ な い の

は 、」 こ れ は 残念な こ と、一
と マ ル コ が 考 え た こ と に な っ て い る一 一7）

、 と結ん で 、ア ル

メ ー＝ ア の 項 目 に 入 る。書 き取 り を した の は ア
ー

サ
ー

王 伝説関係 の 主題 を手掛け た リ ；L ス テ イ

シ ァ ン ・ド ・ピ ーズ （Rusta　Pise）B〕と両写本 ともに 読 まれ る 。

　r世界 の 叙述』、r驚異 の 書』 と写本間 の 異 動す る 書名は邦訳書宇，
　r東方見 聞録』 に は読み

込 め ぬ
「

叙述 」 と F驚異 」
9）

の 問 を右往左 往す る意識 の 移 り が 注 目 さ れ る。 さ ら に 「多様性
の 縦 ・ （D ・vise ・n ・nt・des　Diversites） と プ ・ ・ 一グ が 続 くgas分 は 鮒 け ら れ て い る

lc・）
。

差異 ：、1
』
多様性」 の 強調 とそ れ が 旅行者 の 眼 に 1驚異 」、「驚嘆 」

10
を惹 き起 こ す こ とが 巻頭

か ら 予告 さ れ て い る 。

著者 ゜瑚 ・咄 身か ら ただ ち に 理 解 さ t・ る よ う、 シ ・レ ク ーn 一
ド を 行 き交 う商人 の ・1鹸

内 i とい う きわ め て 現実的 H 的が 、一一一 ［大航海時代 亅 に あ って な お コ ・ ン ブ ス 夏2）
に と ・，tt て

も こ の 攤 匿 果た 厩 ・ と脚 ら れ て い る 一…繃 ラ テ ・ 諏 ・・提 くに 明 らか に す る よ う

東洋宣
．
教 の 資料 と して も．転用 さ れ た 。

禰 「多様愉 と い う拡散方向 で ・∫能 を志向 し1・・）．・驚異 1 の 禰 もとに 柔軟嬬 容 鎚
い 求 め る 。

n
◎

）

112
（

＊ 言
．
語 t（化 学科　教授　中 世フ ラ ン ス 文学
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明星大学研 究紀要 【日本 文 化学部 ・
言 語文化 学科 】 第 7 号 1999年

1．フ ビライ の 植林と造園

　r見 聞録』 は 3 年半 の 旅路 の 末 に 1274年夏マ ル コ と そ の父お よび伯父 を迎え 入 れ た 第 5 代

フ ビ ラ イ ・
ハ

ーン （世祖）（1260−1294） を余す と こ ろな く称 え 15）、そ の 人 柄、そ の 宮殿、そ

の 日常、そ の 母后や 后、複数 の 配偶者、近親者、狩猟 、 警備、軍隊等 を記す。「こ の 世 の あ

らゆ る 皇 帝、それが キ リス ト教徒で あ ろ う と イ ス ラ
ーム 教徒で あろ うとすぺ て の 王 に比 し て

も、か か る偉大な フ ビ ラ イ ・
カ

ーン の 権勢に は及ぶ べ く もな い 」
16）、 として か れ の 宮殿 を 2

箇所 で 詳述す る 。

　a ）　まず上都 の 夏 （6、7、8 月）の フ ビ ラ イ 自身の 造営させ た宮殿 。 大 ・ ・
一

ン の 宮廷お よ

び そ の 周辺 を語 る マ ル コ の 観察 も 「驚異」 の もとに位置付け られ て い る
17）

。

　b）　フ ビ ラ イ に は大都 （北 京） で 冬期 3 ヶ 月 （12、
1、2 月）18）を 過 ご す 習慣が あ る 。 1辺

が 8 マ イ ル の 外壁 と堀が 取 り囲み 、そ の 内側を走 る （同心 の 方形）壁、そ の 2 重 の 壁 の 中央

に ハ
ーン の 宮殿が 位置す る。

　宮殿以上 に ポ ー
ロ の 注意 を牽い て い る の は 庭 園で あ る 。壁 二 重 に 取 り囲 まれ美 しい 牧場 と

「種 々 美 し い 果樹」
19）が あ る 。 距離 に して 宮殿か ら一射程 （archie ） に 築山 （tertre） を造 ら

せ 1 年を 通 じ て 常緑樹が 緑 の 空間を提供 して い る 。 そ れ を確保する ため の 所有者 の 執心 が 強

調 さ れ る 。

「ど こ か に 立 派な樹木 が あ る と聞 くと、（ハ
ーン は）そ れ が ど こ で あ ろ うとた だち に 人 を

遣 り 、 取 り寄せ 、根 ご と土 を多量 に 付 け た まま か れ の （樹 を）象 （olifans ）に 運 ば せ

築山 に 運び 込 ませ る。」20）

（（．，．）　la　O血 SOit 　Un 　biaus　arbreS ，　et　le　SeigneUr 　le　Set ；Si　VenVoie　qUerre　aVeC 　tOUteS

les　racines 　et　avec 　toute　la　terre　qui　li　est 　entour ；et　le　fait　porter　et　mettre 　ou 　sien

m 。nt ．　Et　le　p。 ，t，nt 　ses ・lifans，・t ・・it鰰 ・・ t・nt 　g・ant　c・mm ・ il・・ut・）

樹木讃歌は ハ
ーン の 権勢 とあわせ、最高潮 に 達す る。

maniere 　a　les　plus　beaus　arbres 　du　monde

宮殿 よ り も庭園 、庭園 の 中で も樹木が 讃歌 の 対象 とな っ て い る 。 樹木 こ そ が ハ
ーン の 権

勢を表象 し、そ の 讃歌は最高 に

「か く して こ の 世 の も っ とも麗 しい 樹木 が （そ こ に ）あ る 」

（Et ，n　cest ，　m ・ni ・・e ・a ・les・ptus　beαu・・arbres 　d ・・m ・nde ）21）・

　　　 樹木の 種は示 さ れ な い 。

　　　 ポ ーロ が 初め て ヨ ー・
ッ

パ 側 の 記述を残 して い る こ とで 特 に 注 目さ れ る の は モ ン ゴ ル の 兀

　　朝 の 統治者 の 奢侈 と権勢 を歌 っ た 部分
一 イ ラ ン の イ ス ラ

ーム 異端 の 首領、「山 の 老 人 」

　　（Viel　de　Montaigne）が 山中の 谷 に 造 らせ た宮殿 と庭園 （こ こ で も 前者 は後者 の
一部 と し

　　 て考 え られ て V る） で あ る 。 お な じ樹木 へ の 趣向 が あ D 、樹木は 「果樹」 で あ る 。
マ ン ド ヴ

217　イ ル も果樹 と明記す る
22）

。

（2）
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1ノ丶陸笥eよ・樹木 の ご とく
tt・・．1 （li） 佐 佐木茂

．
美

1
．
か つ て 眼 に した こ と も な き、 こ の 世 の あ ら ゆ る 果実 に満 た t・　a た 最大 の 庭 、も 。 と も

麗 し い 庭一」

（1・ pl・・ g ・ant ・jardi・ ・t　l・ p1・・ b・au 　q ・ i… q… f・・t ・・u ・，ρ娵 、 4， 燃 伽 ゼ。 ぬ

mto
’
n （fe）23）

　
ハ ー

ン に も、 ヨ ー ロ
ッ

パ に も知 られ な い そ こ は 「ぶ ど う酒、 ミ ル ク、蜂蜜、水 」
L4）が 流れ

た 「天 国．」 （paradis）25）として構想 さ れ て い る 、 と吝 う。
「マ ホ メ ・

ノ トの 言 うよ うか れ らの 天

国は ぶ ど う酒、 ミ ル ク、蜂密、水 の 流 れ の 多々 設 えられ た麗 しき庭一．i26 ）。

　
ハ ・一一

ン の そ れ と異 に しつ つ も、庭 園 の 重視 は変 わ らな い 。 キ リ ス ト教同様 に …

一
天国 ご と

唾 臥 の 同一視 27）が こ こ に あ る．イ ス ラ
ー

ム の 齲 は 飢 え と渇 き を知 らぬ 空 間、樹軽 飢

えか ら の 救 い を保 証 する
．一
果樹」

28）な の だ 。

　だ が こ こ に は ハ ーン の 庭園 に お け る決定的な樹木重視は な い 。また 造園 と くに 植林 に 対す

る 偏 向 は な い 、 二 の 点 に 本 稿で は と くに 注意 した い 。

　
ハ ー

ン の 庭 園 に 関す る 一と記 の 具体的な デ ィ テ
ー

ル
・．一

当時最大 の 輸送 力 を も つ 「象」 に よ

る根付 きの ままの 大本 の 搬入
一一一

は 、観察者 の 感嘆 の 眼差 し を容易 に想像せ しめ る 勘
。 か か

る動物 を所有
1
し、動 贄さ せ る 、こ れ は富力 と権勢 と 「愉楽」 の 極 み

30｝
と西 方 か ら の 旅行．者の

眼 に 映 じた に 相違 い な い ・「x 四 蜘 （q ・・t・e ・！ifan・）a… ）の Eに 輿を 置 か せ 、狩猟 に う顎

ず る フ ビ ラ イ ・ハ ー
ン を、ボ ー．口 は 次 の よ うに称 え る。 1 ハ

ー
ン の ご と くか くも大 い な る娯

楽、愉楽 を もち え る 入物、か くも容易 くそ れ を手 の 内に しえ る人物は過去に も未来 に も な か

ろ う し、現 に こ の
．
匿 に は い な か ろ う、 と申せ まし ょ う」

32）
。

　 13世紀 の 商 人で あ る ポ ・−
v −…Tl’は、そ の 教養 の 点か ら 1230年か ら 1235年 に か け て の 古

フ ラ ン ス 語 に よ る制作 と み られ る 、貴族趣味濃厚な r薔薇物謝 前編33／i　fvZ）読者 で あ 。 た は ず
も な か ろ う。 しか し当時 の ヨ

ー
卩

ッ
パ を席巻 した 「宮廷風」 文化 に あ っ て の 庭 園の 果た す役

割 ls−一一一一そ の 鋤 臆 味 は と も 7・・く
一

経験 の
一部で はあ 。 た 、 と撒 1さ れ る。 こ 覡 事 な、

す で に 中世 の 各国語版 に み る 本 テ ク ス トの 庭園
一

こ れ が 2万 行 を遥 か に 越 え る 行問 の 占め

る唯．．．・
の 場面 で あ る一一一

の 所 有者 で あ り、積極的 に 造園 に 携 わ っ た 1愉楽 、（Deduit） とい

se ，の 擬 人化 （入物）パ 技術」、「趣向 」 に 示 唆的 で あ る、 と癪 め よ 勃 ・ ？ r蔽 物翻
ない し は 吻 語文学・ を読む ISR・1） で は こ の 点 に 沈黙が 研究者 に あ り、 また は 示唆に 留 ま る 。

当然 「愉楽 1 の 庭 園 に 外国 か ら樹木 を 取 り寄せ る 手段 方法 に 不 可 欠 の 労働は 注 目 さ れ な い 。

　
ア レ キ サ ン ド リ ア

34）
・b・ら あ る し・は 異教 の 地

35）か ら、珍 らか な樹木 を搬人 さ せ 広 大 な グ i」　
一

ン の 空間 を 現 出 さ せ た 、と い う
一

節 は 厂籀楽 」 の 樹木へ の 傾斜 を指示す る 。い か に して 遥 力、

彼 方 か ら持 ち込 まれ た か ？　乙 れ は 国 王 の 位 階 と指揮を予 想す る 。

　
ヨ ー 1・

ッ
パ 中世 の 詩 的宇宙 を独 占 し え る で あ ろ う人 物 は 登 場 入 物 と し て の 「愛 神ゴ

（Am （）u ・） しか 囓 薇物謝 で 1ま効 慧 い
． しか に の 系譜 に i室な る テ 7x トに あ っ て f」．

れ は 「権勢」 講 破 の 人物 3吸 して 縦 して い は な い ．せ い ぜ い HJk を 搬 て 、…＿
古典

的鰍 に あ る それ は ・ L
°
　b
“

・ e・ 過 ぎな い 　 「恋人 」 を 追跡 す る ． こ 1k く
・

陽 無 鐙 場
人物達 に 物語 空 間 を提供 し えた の は 「愛神．1 で は な く、「｛髞 1 な の だ

・1…
。 テ ク 。 防 踊

216
　　　

−
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3）
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明星 大 学研 究 紀 要 【日本文化学部
・
言 語 文 化 学科】第 7 号 1999 年

で 、 キ ャ ロ ル を舞 う人物達 （招待客）を先導す る
一 deduireは古 フ ラ ン ス 語で 原義は 「導

く」、「先導す る 」 を意味す る38）一 ため に こ の 同
一

入物
39 ）が置か れ て い る 。

「愉楽」 の 「園」

を取 り仕切 る 人物に は、一方で 薔薇 の 蕾み へ と収斂 して い く、 恋愛至上主 義的抒情を 展 開す

る イ デ ア の 世界に 向 か う 「わ た く し」 と同様 な強意が 打た れ て い る 、 と稿者は 看 る。装置 を

み ずか ら仕掛け る者 、 外国 よ りの 樹木搬入 と造 園 と を指揮す る 「愉楽」 に よ って 、後代 の ヴ

ェ ル サ イ ユ 宮 の 庭園に も比すべ き 、
「物語」 舞台が まず目論 ま れ た はず な の だ。か れ の 尋常

で はな い 富み 、 並 み の も の で は ない 権力 の 掌握が 示 され て い るは ずな の だ 。

　ま し て 『薔薇物語 』40）の 樹木へ の 関心 41）は例外で あ る 点か ら も注 目 さ れ て も よい だ ろ う

一 40種を数え る樹木が 「5 な い し 6 ト ワ
ーズ 」

42）の 間隔 を置い て 植 え込 まれ た 空間 を歌い

込む、1 ト ワ
ーズ が 6 フ ィ

ート （1 メ
ー

トル 95 セ ン チ として 膨大 な面積 43）が想像 さ れ る
一

こ の グ リ
ーン 空間 は また 「愉楽 の 場」 （locus　amoenus ）44）の ス テ レ オ タ イ プ とも大 き く逸

脱する 。

　また ポ ーロ の 眼に 映 じた ハ ーン の 庭 園は r薔薇物語』 とも異 な り、池 を穿ち、そ の 盛土 で

出来た築山 を配す る 。 グ リ
ーン は 小高い 山 を な して い た 、と言 う。

「して 樹木は す べ て 緑 に して 、築山 も緑、真 っ 青な緑で ない も の は見 え な い
。

そ れ ゆ え

に そ れ （築山） は 「緑な る 山」 と呼ば れ る 」
45）

（si　que 　les　arbres 　soη ご禰 ’ひθ7 ‘
，
　et　le　mont 　tout 　vert ；si　que　il　n

’
y　pert　autre 　chose

que　tout　vert ．　Et　pour　ce　est 　il　appellez
“le　mont 　vert

”
．）

　こ の 空 間 が 至福 の 空間で あ り、「か か る た の しい 愉楽 （d6duit）」 を得、心 楽 し も うとノ ・

一ン は こ の 場所 を造 らせ た、 とあ る。同 じキ ー
ワ
ー
’
ド d6duitの 使用 に 注 目 したい 。 樹木は

ハ ーン の 「愉楽」 で あ り、緑なす樹木が こ こ で 目的化 さ れ て 際立 つ
。 同時代 ヨ ーロ

ッ
パ の テ

ク ス トの 稿者に とり極め て 重要 な擬人化 「愉楽」 が 、
モ ン ゴ ル の 覇者 の 「愉楽」

46）を 喚起 す

る、とい う機能上 の 呼応、さ ら に 語 法上 の 偶然 として 見逃 しえ な い
一

致は 強調 さ れ て 然 る べ

きで あ ろ う。 こ れ は 「物語」作家で あ る ル ス チ ケ ロ の 筆 の 影響か も しれ な い 。

　ま た こ の 築 山 と対 に な っ た 「池 」
47）、魚が 種々 放 た れ 、泳 ぐ さ ま が 語 られ る が 、 こ れ は

r薔薇物語』 お よ び そ の 伝統 を踏 まえ る 「愉楽 の 場」 に は欠落す る 48）
。

II．並木と旅の 指標

北京 で の 冬 の た め に、 ハ ーン は贅を尽 くした庭園を設 え さ せ た が 、 こ れ は直接 の 居住地 に

とどまらな か っ た 、とポ
ー

ロ は証言す る 。 異国 か らの 使者、商人、旅人 の 便宜 を計 っ て 、ハ

ー
ン は大道 に 「大木 を植え込 」 （plant6　grans　arbres ）49）ませ た 。

「路は す べ て 1 本 1本近 い 間隔で 巨木 に て こ の よ うに 造 られ 」
50）

（、i　q。 ，　t。utes 　ces 　v ・ies　s・nt ・i・・i　f・ites　d・　m ・ult ・9・an ・　a ・bres 「un 　pres　d・ 1’・’

utre ）

rO

）

1496

（
遠方か ら旅 人 は は そ れ を眼 に し指標 とした 。並木 の 存在 は 「占い や 占星術師」 （divina一
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「
人 尚 は 樹木の ご と く

・『
　 一（II） 佐 佐 本茂美

tori＆ Astrologhi） の 進言
一一一植林は 「長寿」 （vive 　longo　tempo ＞ の 秘訣 と した

一一一
に よ

っ た もの と言 う
5D 。

輸送加 ）檎 出塒 代 を共有 した 一 ラ シ ア 大陸 の 両顛 西 に あ 。 て 、か た や 「愉楽」 の 、
か たや大 ハ ーン の 樹木 へ の 執心 は そ れ ぞれ権勢 と そ の 顕示欲 を満足 さ せ る もの で こ の 共通 点
に こ そ西欧か らの 旅行者

’
は 1驚異 」 の 念 を抱 い た で あ ろ うし、 こ こ に 現在 ま で 評家 に 注 目 さ

れ る こ と の なか っ た 「権力 の 場」 と して の 「宮廷 風文化 の 場」 の 位置づ け が あ る 。 文 学的 に

検証 さ れ る、詩的主題 と して 継承 さ れ る前者 の デ ー
タ は、春五 月の 樹木 の 讃歌 で あ る に 対 し、

後者 で は 冬期 を も含む年間 を 通 じて の 樹木 の 存在で あ り謝 、そ こ に ボ ー
卩 の 「相違 」 へ の

「簸 」 の 念 が あ ・ た ろ う し・ま して ・ ビ ス 1・・t・ る ・レ ス テ ， ケ ” a）同意が 強 く1動い て い よ う。

III．ポーロ と マ ン ドヴ ィ ル の 「ア ル ブ ル ・
ス ル 」（Arbre 　Seul）

ポ 叩 嫁 は ぺ ・眇 ・ に 勅 ・ そ の 8 王 国 が 挙げ ら れ 、1
．
ペ ル シ 。 の 最果 て ト ウ ノ か イ ・ 」

（T ・… ai・・q・ i　est ・ resu・ d・ Persi・）（XXXIID … が 最後 に 名撫 れ る 。
こ の 王 国 a）み が

北 に 位置 し 「ア ル ブ ル ・ス ル に 近 い 」 （pres　a　1
’
a （r）bre　seul ）G．7）。「

一
い か に 砂漠を行 く

か 」 （XL ）54＞は、八 日間 とい う も の 「果実 、 樹木、水 な き地 蒂」
s「’）を騎行 の 末、 ト ウ ノ カ イ ン

に 到着する、 とあ る。

　XXXIII で まず ペ ル シ ャ の 大略が 地 理 上 で 紹介 さ れ 、　XL は ポ ー
ロ ・．一家の 実際に 足 を踏 み

人 れ た見聞が 述べ られ る 。 トウ ノ カ ／ ン の 所在 「ペ ル シ ャ 國境 北 の あ た り」
56＞が 正 確 に く り

返 さ れ、「
ア ル ブ ル ・ス ル 」 （arbre 　seuD

一
　普通名詞 と して こ こ まで は扱わ れ て い る

一

の 由来が 語 ら れ る o

「劉 ・ ト灘 が 『枯れ 鞠 と呼ぶ rユ本槻 の あ る 大 い な る 平原 が あ る．L ・ ri、 な る様

予か を述べ よ う。 丈高 く轡え、た い そ う太 い 木で あ る。」57） （1，8−9）
1・Et　 hi・ u ・e　g・a ・di・im・ pl・igne　en 　l・ q ・・1 ・st・1

’
a・bre　seul 　q’ue 　apP ，11，nt 　les　cri 、ti−

ens 　i
’
a 「bre　seche ；・t … di・ai ・・m ・ht　il　est　f・it．　II　est 　q・・　les　cri ・tie。s　appellent　t　

’
ar −

bre　sech ・ ；・t … di・ai ・・m ・nt ・i1・ est ．　ll・est ・m ・ut 　g・ant ・t　m 。ut 　g，。s．）

砂灘 行 く旅人 に は眼 に する樹＊ eilな く、 まして そ れ が た だ 体 蟹 立 ・・大樹で 殊 ば 強
い 喚 起力 を も っ ・「一本翻 離 輌 ・知 る ラ ・ ド ・

マ
ー

久 む し ろ 地 名 と して ri・ hh の 問 に

知 ら れ て い た と想像 さ れ よ う。

1．…蠅 ）゚ み に 木 ・ が 10 マ イ ・レ 先 に み られ る が 、ほ か は ユOO・？ d ・レ 叙 わ t、　D姉 1な る

木 とて な い
。 」

58！，

ノ
〈ne 　a 　nul ・rb ・es　ap ・ξ・ ap1 ・・ de　c　milles ，　f・・ q ・・ d’un ・ part　q。 ，　i 。 p，。，　a ，bre，

　a

xmilles ．）

　しか も C こ で 「枯れ 樹 1 と付会 さ れ
、

ロ ー
カ ル な キ リ ス ト教 の 伝承 59）が 呼 び 覚 ま さ れ て い

る

21
ア ノげ ノレ ’・ ・レ

・ 躙 し論 田な言己述 が な 巌 く． す べ て 葉臓 黜 ・緑 と白 で 、栗 （，as − 214
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taigne）60）に 似 た 毬 を も ち 、 そ れ は 空洞 で あ る。硬 質 の 「木」 （leigne）61）で 、
「黄楊」

（bus）62）に 似て 黄色 で あ る 。

　ポ
ー

ロ に お け る 「枯れ 樹」 に 関する説明は こ こ で 終わ る 。

　こ の 伝承 は オ
ード リ コ ・ド

・ポ ル ド ノ
ー

ヌ （14世 紀 の 宣教師 。
ラ テ ン 語 に よ る）63）ヴ ェ ン

サ ン ・ド ・ボ
ー

ヴ ェ （13世紀 の 著作家） （ラ テ ン 語 に よ る ）64）等に 散見 して お り、1356年 に

『旅行記』 （古 フ ラ ン ス 語 に よ る） を著わ した マ ン ド ヴ ィ ル は か れ よ、り 80年遅れ で こ の 地 を

通過 した 、

一
そ の レ ア リテ ， は遥か に 薄い もの だ が

一
少な くとも 「枯れ 樹 に つ い て 詳

しい 報告 を して い る
。

　ま ず 「一本樹」 の 所在は マ ン ド ヴ ィ ル で は ペ ル シ ャ で は な い
。

ヨ ル ダ ン 西部 の 街 ヘ ブ ロ

ン
65）、樹種 は 「黄楊」 で は な く 「樫」

66 ）
。 詳細は樹齢で紀元前 1800年頃の 1日約 の 人物、ア ブ

ラ ハ ム の 時代に す で に 「緑 に して 繁茂 した葉」
67）に 被わ れ た 「一本樹」 は、キ リ ス トの 磔刑

後に枯渇 した こ とで 「枯れ樹」
68）と命名 さ れ た 。 著者は 次い で 「黙示 録」 的 な預言 を報ずる 。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 君主 に よ る聖地 奪回が 実現 した 暁に は 、か れ らは 「こ の 『枯れ樹』 の 許に ミサ

を執 り行わ せ よ う」
69）そ の と き異教徒 の キ リ ス ト教 へ の 改 宗が あ ろ う。

「そ れ ゆ え に 人は こ の

樹 （「枯れ 樹」） を 大層崇め、い つ くしみ 守 っ て い る 」
7D）と結ばれ て い る 。

　「十字架伝説」 との 深 い 関わ り を稿者 は先 に 指摘 71＞して あ る が   キ リ ス ト教的デ ータ は ポ

ー
ロ に お い て 次 に 述 べ る よ うに さ らに   ギ リ シ ャ 的偽故事 に付会 さ れ 、重 層的な伝承 と化 し

て い る こ とが 注 目 さ れ る 。

IV．ア レ クサ ン ドロ ス大王 とそ の宿命の樹木

ポ ーロ に お い て 「一本樹」 で あ り 「枯 れ樹」 の 描写 に 直接続い て の つ ぎの 記述が あ る 。

「こ こ が ア レ ク サ ン ド ロ ス とダ リ ウ ス の 間 に 戦討 あ り し とこ ろ、と こ の 土地 の 人 々 は言

う」
72）

（Et　iluec　di。nt 　cel 、　de　celle 　c・nt・ee　q・・ f・ 1・ b・t・ill・・entre ・Alixand ・e　et　D ・y ・e・）

　ボ ー
口 の 聞い た話は、ペ ル シ ャ 北 部の 百 マ イ ル に渡 り見渡す限 り樹木 とて な い

一
た だ

一一

箇所十 マ イ ル を隔て て 何本か 目立 た ぬ樹木は あ る と して も
一 地方な の だ 。 そ こ に た だ一本

大木が 佇立 す る 。 こ の 「一本樹」 は砂漠 の 厳 しい 大 自然 の 条件下 に あ り、現地人 は接触す る

外国人 に そ の 目的 が な ん で あれ （宣教、巡礼、商用 ）2 つ の 異な る伝承 を伝 え る 。

　　　   キ リ ス ト教伝承 の 「枯れ樹」、

　　　  イ ン ドへ と遠征の 途上 ペ ル シ ャ 王 との
一戦 の 地、ア レ ク サ ン ド 卩 ス 大王 ゆ か りの 古戦

　　 場 で あ る 。

　　　 マ ン ドヴ ィ ル の ヘ ブ ロ ン が ポ ー
ロ で ペ ル シ ャ

へ と場面 を移動 させ て い る 、こ れ は ア レ クサ

　　 ン ド ロ ス と の 関連づ け で は じ め て 整合性が 出て くる 。 XL の 古戦場 が た ま た ま 「一本樹」 と

　　近接 した と こ ろ に あ る、 と も読め る か も し 構 い
．

こ の 「偶然 」 の 可 能性は CCII障 の 点検

213
　　 で 排除 され る 。
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「人間 は 樹木 の ご と く7　−．」 （鞭〉 佐佐．木茂
．
美

：近東 の 主 ア バ ガ T3）d±多 く の 地 方、多 く の 領土 を所有 し、か れ の 領地 は カ イ ド ウ黒 の 領

土 に 隣接 し、そ れ は ア レ ク サ ン ド ロ ス の 書 に r枯れ 樹』 と呼ば れ る 『・．一・本樹』 の方向に

あ る 。 して ア バ ガ は カ イ ドウ 王 お よ び そ の 臣下 が か れ の 領民 お よ び 領土 を損な わ ぬ よ う

に 、モ 子 ア ル ゴ ン と夥 しい 騎兵 を 『枯れ樹』 の 地 方 に 遣わ した。（…） ア ル ゴ ン は 『枯

れ樹」1 の 平原 に そ の 配下 の もの と留 ま っ た一174 ）

（（＿）Abaga
，　le　seignc ）r　dou　levant，　tenoit　maintes 　provences　e　maintes 　teres ；e

sez 　teres　confinoient 　con 　les　teres　dou　roi 　Caidu ；ece 　estoit 　dever　l’arbre 　so9 （1ue

eu 　livre　d　
’
A 　lexandre　est α契 〃6 砲 油 ア召 seche ，　Et　Abaga，　por　ce　que 　Ie　rol　Caidu　ne

sez 　jens　feissent　domajes　a　sez 　homes 　ne 　a　sez 　teres，　mande 　son 　filz　Argo （n ）con

grandisime　quantit 壱 d，onmes 　a　chevaus 　en 　la　contree 　de　Z毳7δド召 seche
， （．．．）demor −

oit　Argon　con 　sez 　jens　en 　cetz 　Plaig77e　de 〜為7δγθ seche ；）

　戦勝 に よ っ て 、 ア ル ゴ ン の 許に 父 の 臣 ドた ち が 参集 し服従 を誓 う。
つ い で 国境警備 を そ の

間 も 重視 した ア ル ゴ ン は 自ら II君陣す る こ とな く息子カ サ ン （Casan ）に 3万 の 騎馬兵 を付け

「枯れ 樹」75）に 派遣す る （CCXV ）。続 く CCXVI で は ア ラ ゴ ン の 死 と 「枯れ 樹」
了6）に あ っ た カ

＃ ン はそ の ため に 死者 の 叔父 （カ サ ン に と り大 叔父〉 に 王 位を奪 われ る顛末が語 られ て い る 。

　上 記引用 中の 「「ア レ ク サ ン ド ロ ス の 書』 に 『枯れ 樹』 と呼ば れ る 『一一本樹』」 と述べ られ

て よ り以降は、1一本樹 1 の 名称 は消 えて
厂

枯れ 樹」 が テ ク ス トで 定着 す る 。

　「一本樹一、二 「枯れ 樹 」 が 『ア レ ク サ ン ド 卩 ス の 書』 に あ る、の 明示 が あ る 限 りす で に 口

承 に よ る伝 え聞 きで は ない
。 だ が ポ ー

ロ 0）読書か らきて い る、とは容易 に 想像 し難 い 。そ れ

に 初 出箇所 で な ぜ 本書引用 を示 さなか っ た の か 、の 疑問 も残る 。 権威あ る書 に 依拠する、 こ

れ は当時の 文学上 の 広 く行わ れ た 習慣 で あ っ たはず で あ 翫 ，

　こ こ に 文学的素養 の あ る ル ス チ ケ m の 介入 を み る の は よ り自然で あ ろ う。 語 りを筆記 しつ

つ も独 自の た だ し書 き を挿入 した、の で は な か t，た か ？

　本稿 で 重 要な の は まず 「一本樹」 が あ り、「枯れ 樹 」 （
「

枯れ 樹」 は先述 の ご と く、キ V ス

ト教伝説 か らき て い る 。 ） が 導入 さ れ 、そ れ に 大王 の 名 が 付会 さ れ て い る事突 で あ る 。 だ が

ポ ー
口 で こ の 付会は実 は逆 に な っ て い る 。

　
7 ・．t

本樹 （sol ）．1 は 占 フ ラ ン ス 語 の 「太陽 」 （sol ） との 同音異義性に 起因、
「
．
・一本」 と 「太

陽 」 の 「混 同」 が 牛 じ て い る と み る こ と も可能 か ？ 「（太）陽 の 樹」
＝ 「．一本樹 」 の 付会 は

こ の ペ ル シ ャ 北部の ギ リ シ ャ の 英雄縁 りの 地 で あ る こ とに拠 ろ う。 ポ ー
ロ に は英雄 の 故事 が

ほ か に も六箇所 に わ た り読 まれ る の だ 。

  　大 王 が ポ ネ ン ト （ponent ） に 赴 い た時 、路 の 狭隘、険 し さ故、行 く手 を 阻 ま れ た

　 こ と　（XXIII）7了）

  騨 綬 け ぬ よ う・「塔 1 （t。・・） と 1
一
城塞・

… を築 か せ ・妙 一
・叭 1 を 噛 閉」

　（enclouse ） （『ア レ ク サ ン ド ロ ス の 書」 （livre　Alixandre） （XXIID79 」

  　XL （上 掲）

  　大 王 の ダ リ ウ ス の 息女 との 結婚 （XLV 　i，4）80）

  　イ ス ラ
』

ム 国バ ラ シ ャ ン で   の 結婚 で 生 ま れ た 子孫 が 王位 を継承 「偉大 な 9冫ア レ ク　212
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　サ ン ド ロ ス へ の 敬愛故 に 」 （por　le　amor 　dou 　grant　Alixandre）「ズ ル カ ー
ネ イ ン 」

　（Culcarnein）81）を名乗 る （XLVII ）82）

  CCIII （上掲）

　と くに   の rア レ ク サ ン ドロ ス の 書』 へ の 再度 の 言及 は見逃 せ ま い
。

こ こ に もあ る い は ポ

ー
ロ と向か い 合 うル ス テ ィ ケ ロ の 介入 が あ る 。

つ ま り大王 に 関 して は 二 重 の 遡源が 考え られ

る 。 1）は オ ラ ル の 水位 （現地性）、2）は文書 （ロ マ ネ ス ク な書 き換え と翻訳） の 存在で あ

る 。 1）は   に 関 して の 誤 り83）、一 大王 は実際は ダ リ ウ ス の 息女 と結婚は して い な い
一

が 土着伝承 に 起因 して い る もの とも解釈 さ れ る。従 っ て   はそれ が 史実 に 違 うとして も、
こ

の 地方 を行 く旅行者 の リ ポ ー ト として は正確で ある、 とも看 られ る こ と、 あ らゆ る可能性に

向 か っ て 開か れ た 余裕が 古い テ ク ス トに 臨む者 に期待 され よ う。

　2）読み か らくる、と判断 さ れ る時 ル ス テ ィ ケ ロ が 挙げら れ ようし、
『ア レ ク サ ン ド ロ ス の

書』
84）と は 史実に はな い が 大 王 の 甥 の 名を擁 して 中世 に 生成を み る伝説群に 関 連が あ ろ う。

　マ ケ ドニ ア 王 ア レ ク サ ン ド ロ ス の 生涯 は か な りの と こ ろ まで 詳細は知 られ て い る 。
ヨ
ー

ロ

ッ
パ 中世 もア リ ス ト テ レ ス の 甥 とみ な さ れ る カ リ ス テ ー

ヌ （生 年は紀元前 370年頃） に よ る

大 王 の 生 涯 が 、忠実な証人一 伯父が 大王 の も とに 教育係 として 伺候 の お り 10年程 を傍 ら

に あ っ た し、追 っ て 334年大 王 の イ ン ド遠征 に 文人 の
一行 と共 に合流 した 、そ の 眼で 大王 の

行動 を確認 し、耳 で そ の 言説 を聴 きえた 「証拠」 を後世 に 残す に ま さ に適格者 の は ずで あ っ

た
一

の 手 に な る、を離れ て 生成 をみ る 。 『擬 カ リ ス テ
ー

ヌ 』
85）は ギ リ シ ャ 語か ら ラ テ ン 語 に

翻訳 され て 大 王 の 生涯 の ロ マ ネ ス ク な水源 と な ワて き た 。

　 ア レ ク サ ン ドロ ス 伝説は r偽カ リス テ ーヌ 』 を基 に 幾多 の 伝説素 の 生成 をみ る、一 そ の

一つ に 『ア レ ク サ ン ド ロ ス か ら ア リ ス トテ レ ス へ の 書簡』
86）一 に 由来 した とみ られ る大 王

の 運 命 を預言 した 「陽 の 樹」、（「月 に樹」 と対 に な っ て い る）と入 れ替 えが お こ な わ れ て い

る もの ともみ られ る。 乙 の 点が こ こ で 問題 とされねば な らな い 。

　大王 の 東方遠征
87）は祖先 （ヘ ラ ク レ ス）88）に倣 っ た所業で あ っ た しバ ビ ロ ニ ア に 引 き返 し

た大 王 は西方討伐 を思 案し帝国 の 構想 を練 っ て い た と言わ れ る が 果た さ れ な か っ た
89）。幾多

の抵抗 を排 して 東漸、イ ン ダ ス 河 を 327年春 に か け て 渡 り、そ の 夏 イ ン ド王 ポ ロ ス を倒す 。

秋、疲労困憊 の 軍を 北東 の 地 ま で 進 め 得 ずバ ビ 卩 ニ ア に 後退 を余儀無 くさ れ る 。 紀元前 323

年 6 月 13 日、そ こ に 没す 。

　［樹木 と運命 の 預言］ イ ン ドの 砂漠地帯 に あ っ て 、大王 は い か な る 遠征 の 終わ りが あ る か 、

み ずか ら の 生命が 長い か否 か、 こ の 世 の 冠 を頭上 に 置 い た 後、い か な る終焉 が あ る の か ？

を預言 の 力 を持つ と され る 2 本 の 樹木 に 祈願、宣託 に 耳 を傾 け る 。 短命、王冠 を置 くや 配下

に よ る毒殺 、 母 と姉妹 の 死 を告げ られ る
go）

。

　　　 『偽 カ リ ス テ
ー

ネ』 系 の ヴ ァ
ージ ョ

ン は ギ リ シ ャ 語か ら、ア ル メ ニ ア 、
シ リ ア 、ブ ル ガ リ

　　 ア 、，レ ー
マ ニ ア 、セ ・レ ビ ア 、ボ ヘ ミ ア 、

ス ・ ベ ニ ア 、グ・レ ジ ア 、 ・ シ ア 語 と夥 しい 数 の 翻訳

211　を見 る 。 そ うした ヴ ァ
ージ

ョ
ン か ら の 影響 さ え考 え ら れ よ うが 、抜 きん出て 研究 の 進ん で い

（8）
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「人 間は 樹木 の ご と く
……」 （ID 佐佐木茂美

る ラ テ ン 語、古 フ ラ ン ス 語 （韻文お よ び散文）に基 づ き続 く論考 で 取 り上 げ られ る は ずで あ

る。

　identit6，　analogie とい う規範一 秩序 の 基盤一
を果敢 に も抜 け出 て 、一

そ れ は あ る

い は 執筆 を意 図 した 時期、筆写 を引 き受 けて くれ る者 と の 1出会 い の 過程で あ っ た 公算 は大 き

い
一

未知 な る も の へ の 対応 を迫 る、不 断の 危険 に と向 っ た 『世界 の 叙述』、「差異 の 叙述」

の 著者は人間本来 の ノ マ デ イ ス ム が 見透か され る と され る 1巡 礼」
9i）の 道 筋か ら も出外れ た 。

「定点」 として の 1
’
lae」 で あ る 1庭 園 」 に 固定 し た 理 想 を螺鈿 の よ うに 嵌 め込 ん だ 中世文 学

は 「
．．
宮廷文 学．−1 と して まず定義 づ け ら れ て きた が 、ア レ ク サ ン ド ロ ス の 「ア ル ブ ル ・

ソ ル ．」

を確認 しつ っ 1
一
差 異」

92）に 感動 した最 も初期 の 中 世人 が こ こ に い た。

註

　　
”
L 　
’
arb 　re　seul ・dalls　la　natu 】

−
e，　pour 　une 　rais 〔m 　typifique，　est　vertica ］，　avec 　t’homme ”

（Paul　C ［audel 、
・匚Le

　　Pin
”
，　in　Connaissance　de　i

’Est，　Parls，1973，　p．248）の 意 訳。工898 年 5 月 31　H 、横 浜
一一

東 京間 陸路 の 移 勤 ll1

　　に 発 想 を得・撫 の 跡書
：
し い 3 ペ ージ 廻 ・品．「樹木」 は ニ ニ で ド松一1 を指す 〔G．G ・d・ffr，，／bid．，．P、．252 ）。

　1）　ソ ル ボ ン ヌ 大学 の Philippe　M6nard 教授 に よる 1992 年 10月 28　H 、明星 大 学 （日野 キ ャ ン パ x ） に お け る

　　講演 「マ ’レ 」 ボ
ー．

卩 と未 知の 国
・

ア ジ ア の 図 」 （当 H の 紹 介お よ び 翻訳 は 稿者 に よ る ）は
‘’
L
’
lllustration　du

　
”
Devisolnent 　duM ｛，r【de”de　Marco 　Polo，

”
〔原 題 ） と し．て ［

3

朋 星 大 学研究紀要』、日本文 化学部、琶
．
語文化学

　　科、N”2 （1994），pp 、152−178に 収録 を み た 。（と くに ご 二 で は稿 者 に よ る 解説 （pp ，置52−156） を乞参照 ｝。
2） 「・．「 馳 哩 学会一1 に よ る 19世紀 研 哘 本、DIA ・ eza ・、　Re ・u・il　de　 Vo．yages　 et　Mtim 。i，es，・t、1，． 1824は、　L．　F．

　 Benedetto 、　Marco　Poto，　Firenze，1929に 置 き換え られ る べ きもの か 。本書 は A．　Ricci に よ り刊 行 後 ただ ち に

　 現代英語 訳 さ れ る CThe　TraveLs　of 　Marco 　Poto，　t・… 1・t・d　i・t・ Erigli・h　f・ ・ m 　the　text　 of　L．　
’
F、　B ，。 。d ，tt。 ．，

　 London，193歪．我が 国 の 二 主 要
．
訳 書 （愛石 松男、青木．・夫氏 訳 は Ricci本 0）重訳 で あ る ）。

　 L、F．　Benedetto，前 年現代 イ タ リ ア 語 訳 を まず 干「」行 した Marco 　Pole，　U　Milione，　Firenze，1928，近年 G 、　Ron −

　 chl ，　Milano ，1982の 現 fkイ タ ワ ァ 語訳 略 ペ ネ デ ッ ト版 本 （1929） に 拠 る ．．後者 は C．　Segre解説’t　一・ジ を含み、
　 前 者の 専門家内 け版本 に たい し、広範な

．
読者 を想 定 して い る。

3＞ 薦 き に つ ぎ の よ うに 読 計 ・．る 1
匚匚Et　f・ ．　celle　c・pPi・諏 ♂‘・・ ぬ df嬉 ・・ 物 ・， 捜 ，‘。 。 d酪 卿 餬 、Z、 伽 ．

　 po冫
・，　quant ．　il　ala　en 　Venise

”
（J、　P．　G．　Pauthier ，　Le　Lit，re　de ル血 γ co　Polo，　Paris，1865，　p．2）Lt

4）　ボ ー口 の 文 献学 的 研究 は オ リ ジ ナ ル と さ れ る フ ラ ン ス 語 に 関 し 15蔵 そ こ そ こ で ヴ ェネ ッ d ア を去 っ た マル

　　
コが フ ラ

’
y 　7．語 を書 く こ とが で きた とは 想 鱇 しが た い 、物語 作 家 ル ス チ ケ 卩 （り ＝ス テ ．f シ ァ ン ・ド ・ビ ー

　 ズ ） と ジ ・・　．／ ・ル 璃 獄 を撫 二 し異様な me験に 関心 を も 。た 儲 に よ リ フ ラ ン ス 語で 直接書 きtyら れ、編製

　 れ た と い う説が 有力 で あ る （本稿註 D 参 照）　 ．の 写本 を初 め とす る ヨ
ー

ロ ッ パ 各国語 に よ る 13世 紀 か ら

　 15 嚇 己に 「i・ei
．
て の 初期翻 訂幡 よぴ そ の 関連の 研究 が 非常に 遅 t・を と 。 て い る 現状 で は

．．．一
旅子稼 、東洋 学S

　
お よ び地 珱 学．者、歴 史学．者の 注意 を まず牽 い て きた と ゴう事実 に 拠 ろ う

一一一
フ ィ リ・ソ プ ・

メ ナ
ー

ル 教授 と そ の

　 周辺 の 仏 文 学 勧 f懐 的 な 写 本 の 総合 的 研 究 と版 本 体 半の 講演 時 よ 畔 働 れ て きた （±掲註 1）） の 近い

　 刊 行 鶴 つ の が 望 ま し「i・ろ う縛
一

・ 生 個 切 、ボ ー一　vu か らチ ボ ー・ド ・
シ ．ポ ・ 〔Thibauし d ，　Ch 。P 。y ）

　 に 手 渡 され た tll．稿 よ り出て 、極 め て こ れ ．に 近い 写 本 が 一
グ レ ゴ フ

ー一　．’レ （Gregeire ） とい う人 物 に よ リ ィ
ー．一

　
ル ・ド ・7 ラ ン ス 語 （お お よそ 後の 標準 フ ラ ン ス 語） に 修正、手が 加 k．られ た 。グ レ ゴ ワ

ー
ル 本 と も言 わ れ る 。

　
さ し あ た ワて 本 稿 で は 版 本 L．F．　Benedetto，　Firenze ，1929） （上 掲 註 2）参 照）一・一

稀 覯本
一

お よ び Ed．
　 par　」．　P、G 、　Pauthler （1二掲言4三3）参照）に 依 拠 す る。〔rf　一一チ エ を定本 と して 註 を付加 した H．　Yule　et　H，　Cord・

　 ier、　The β〔，oh （of
’
Ser　．vaarco　Poto，　Londan ，［871．1875，に よ る の が 青木寄太 郎氏 訳 ）。

　
・柵 坤 世 フ ラ ・ ・ ：蝉 を 襁 け て きた者 の 、時に 写本に 勘 、論 をす す め る 髄 ．HB ，，ed ，，t。 （1929） お よ

　
び P 亂 1thier （t865） を 提不 、専門家 向け

．
を まず意図 す る （こ うした但 し害 きが 必 要な の で あ ろ うか ？）

5） F：d・・it・d ・ Bened ・t… P・3，　ll・6−71 世 獅 臥 の 賄 の 真の tS　e様 （P・ re ・ ，・ite）！，　 （．Ed．、i，．　d ，・IP。 uthl ，，、
　 P．3）。
6｝ 「

．．
“ ル 岻 槻 い ・」恥 ノ・多難 （di… site ・） の 継 の 書 を始 め 訪 」 （lbid．，　P、・33）； 「

．
多 剛 、．E と 「

．
驚異」

　 を請 る 、は 序論 部 で さ ら に 繰 り返 され る 。cf、　ibid、．　pp ．27−28。
7） Ed・d ・d ・ B ・・ ed ・tt。　P・3，・ll，・6−7 ；・ed．・ ・it．・d・ P・uthi ・・．　P．4，】1．6−7沖 世 ・）旅彳，記で 、ポ ．

。 、，お け 駈 ノ丶

　騨 数 （か れ は 父 と橄 と 絶 え ず
一
儲 に 旅 して い る が 、語 る者 は マ ・レ ・ で あ る ） は臆 した い ．ワ

．．　t ．St， マ

O
）

192
（
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明 星 大 学研 究紀要 【日本文化学部
・
言語 文化学科】第 7号 1999 年

纖

　 ン ドヴ ィ ル を 問題 に して 以下 の 2人 の 旅 行者に 関 し、14世 紀 の 宣教 師 オ ード 1丿 コ ・ド ・ポ ル ドノ
ー

ヌ （Odo−

　 ric　de　Porderone）もア イ ル ラ ン ド人の 連れ が い る が 、一人称単数、ジ ャ ン ・ド ・マ ン ドヴ ィ ル （jean　de　Man −

　 deville） も 2人 の 同行 が あ る が 一
人 称単 数で あ る （G ．　F ，　Warner ，　The　Buke　ef 　John　Mandevilte （Egerton，

　 ms ．1982），Westminster，1889，　Introduction ，　p，　xxviij ）、生 成 に 関 しこ の 問題 は 重視 さ れ よ ％

8）　Ed ．　cit．　de　Benedetto 　p．4，1，1；ξd．　cit．　de　Pauthier，　p．4，1．11．

9）　 Ed ．　cit．　de　Pauthier，　p．　 xxvii 、

10） 想像界に 棹 を さす度 合い の 遥 か に 大 きい マ ン ドヴ ィ ル で は 「巡 礼」 の 為 に 書か れ た とあ る 。

11）　第三 部 の イ ン ドの 部 は 「驚 異 」 が まず 強調 さ れ る 。Cf．　Ibid．，　CLVII，　p、534：
“Cy 　comence 　des　merveilles

　 qui　sont 　en 　Ynde ”．

12）　1483年 版 の Gouda ラ テ ン 語訳 の ボ
ー

卩 が セ ヴ ィ リ ア の コロン ブ ス の 図書館 に 保 存され て い る （j．　ffeers，

　 ChristoPhe　Colomb ，　Paris，1981　p，130）。

13） マ ル コ の 同時代 人、ボ ロ
ーニ

ャ の フ ラ ン チ ェ ス コ ・ピ ピ ーノ （Francesco　Pipino）が 中世 ヴェネ ッ ィ ア 地

　方語 に よる 訳本か ら ラ テ ン 訳 を試み る （1320 年頃完成 を み た か、マ ル コ 生存 中 と さ れ る ）。こ の ラ テ ン 訳 の 成

　 功 は、ドイ ツ 語、ス ペ イ ン 語、トス カ ナ 語、さ らに こ の ラ テ ン 訳に 手 を入れ た 版等夥 しい 異 本 を も生 ず る。こ

　 れ ら ラ テ ン 語 訳 （ピ ピ ーノ版 と そ の 改訂版 ） とは 異 な る ラ テ ン 訳 も後に 出現す る 。

14）　こ の コ ン テ ク ス トか ら 『世 界 の 叙 述』 は 豊富な デ
ータ を提供 して くれ る が 、枚数 の 制約 もある こ とか ら、第

　 三 部 「楽園 の りん ごの 樹」（ed．　cit　de　Pauthier ，　CLXXII，　p，638）；「タ ン ブ
ー

ル （ビ ン ロ ウ樹）」 （6d．　cit．　de　Ben・

　 edetto ，　CLXXVII ；6d．　Pauthierは こ の 部分 を省略）；「胡 椒の 樹」 （Ed 、　Pauthier，　CLXXIV ，　p，644）；「タ マ ラ

　 ン ヂ ィ 」 （ナ ツ メ ヤ シ の 樹） （lbid．，　CLXXVIII ，　p．658）；「木綿 を生 ず る 樹木 」 （Ibid，，　CLXXV ［H ，　p，660）；紫檀

　 （lbid．，　CLXXXV ，　p．178） な ど を扱 わ な い 。また 対 照表 と な る マ ン ドヴ ィ ル の 「粉 や 他 の 毒 を生 ず る 樹木」

　 （物 πd仞 甜‘的 Travels，　texts　and 　translations　by　M ．　Letts，（The　Paris　Text ），　t，　Il，　London ，1953，　Ch．21，

　 pp ．337−34D （写 本 は B．　N ．　n，　acq ．　f，　fr．　4515）；日 中成長 を続 け果実 をむす び 、日没 と と もに 地 中に 姿 をか く

　 す樹 木 （lbid．，　Ch 　30）な ど考慮せ ず、局 所的な 考究で ある 。

15）　「神の ご とく」 「人 の 崇め 」 （Ed．　cit．　de　Pauthier，　LXXXVIL 　p．295，　L　D。

16）　マ ン ドヴ ィ
ル も 「天 の 下 」 （dessQubz 　le　firmament） （Ed，　cit．　de　Letts，　Ch．24，　p．359）、「大 地 が 上 に も下

　 に も」（ne 　dessus　ne 　dessouz 　terre）（lbid．，　Ch．25，　p、368）大 ハ
ー

ン （Le　Grant　Chan）に 勝 る 皇帝 や 、君

　 公 はい な い 、と断言 して い る 。

17） 宮殿 を 囲む 広 大 な 川、泉 水、牧場、動物、鳥小屋、乗 馬の フ ビ ラ イ の 散策。森 の 中の 休憩 の た め の 竹で 出来

　 た 館 が 命 の ま まに 移 動が可能 で ある 事 な ど、そ の 詳細な記 述は 明 らか に テ ク ス トの 主 調 「驚異 」 の そ れ で あ る

　 （6d．　cit．　de　Benedetto，　pp，74
−76）。

18） 冬期 三 ヶ 月の ハ
ー

ン の 楽 しみ は狩猟 で あ っ た （Ed ，　cit．　de　Pauthier，　LXXXIX ，　pp ，298−299）。

19）　マ ン ド ヴ ィ ル で も大ハー
ン の 庭園 の 植物 は 果樹 で あ る ；

L’
moult 　de　divers　arbres 　portans 　fruit　de　moult

　 de　manieres
”

（Ed ．　cit，　de　Letts，　Ch．23，　p．350）。

20）　Ed．　cit　de　Pauthier ，　LXXXIII，　p ．269，11．13−18．

21）　lbid．，　LXXXIII ，　p．269，1．18−19，

22）　マ ン ドヴ ィ
ル に あ っ て も 「山の 老人」 の 庭園 に 果樹が 植え られ る （6d、　cit．　de　Letts，　Ch、30）。

23）　Ed．　Pauthier．，　XL ，　p．98，11．2
−4；Ed、　Benedetto，　p．33，　ll．6−7，

24）　Ibid．，　XL，　p，98，　ll．13
−14．

25） Ibid．，　XL ，　p．98，1．1L イ ス ラ
ー

ム の 「庭園」 は また ハ
ー

レ ム で も あ る （XL ，　p．98，1．14）e

26）　
”
Mahomez 　dist　que ［eur 　paradis 　seroit 　beaus　iardins　piains　de　conduis 　de　vin ．　et 　de　lait，　et　de　miel

　　et　d’aigue ，
”
（lbid．，　XL ，　p，98，11，12

−14）．

27）　拙稿 『入間 は樹木 の ご と く
…
』 （1） （『表現一 目的 と手 段 』 明星 大学青梅校舎 日 本文 化 学 部 共 同 研 究論 集 ・

　　第 2 輯 （所 4文））参照。「創世 記」 が 問題 とな る 。

28）　Benedetto版本 で は 「果樹」 と明示 が あ る 。（上 掲註 23））

29）　500年前の こ う した 大 事 業 に 驚 嘆 した ポ ーロ 学者 ポ
ー

チ エを して 今 口 （19 世紀 中葉）の パ リで 大樹 を 根付 き

　　で 運 搬す る た め 「大 型 の 、ど っ し り し た 荷 車」 と 「大 形 の 馬 亅が 動 員 さ れ、手 段 は ほ とん ど 変 わ ら ぬ 、と

　　（Ed、　cit．　de　Pauthier，　LXXXIII，　p．269，　note 　9））。

30） 使節 として チ ャ
ン バ 国 （ヴェトナ ム ）に 派 遣 され た ポ ーロ は フ ビ ラ イ の 許 に 「

．
最 も立 派 な 、最 も 大 きな」 20

　　頭 の 「象」 を 「貢 ぎ物」 と して 献上 させ る手 筈 を整 え る （Ed．　Pauthier，　CLXL 　p，555，　ll．21・−22）、乙 れ は 誇 ら

　 　か な報 告で あ った ろ う。
31）　また フ ビ ラ イは 4 頭 の 「象」．との 籠に 乗 り狩 猟を す る 習慣 が あ った （lbid。　XCH ，　p、　308，1．1）。

32）　”Si　que 　je　vous 　di　bien　en 　verit6 　que 　onques 　ne 　fu　ne 　ne 　sera ，　je　croi ，　qui　si　grant　soutax 　ne 　deduit　Pul
−

　　sse
　avoir 　en 　cest 　monde 　comme 　cestui 　a ； ni　qui 　miex 　en 　eust 　le　povoir 　de　faire且e．”（lbid，，　XCIL 　p，308，
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「人 間 は 樹 木 の ご と く・・…』
」 （ll） 敢佐木茂美

　 U．12．．15＞．
：33）　Gl．tillaunie 　de　Lorris，　Le　Roman 　de　ta　Rose，6d．　par 　D ．　Potri（＞n ！．B．　N ．　f、　fr．25523に よ る ），　Paris，正974，

　 pp ．43−B9 ；6d．　R 　Lecoy （B．　N ．　f．　fr．1573 に よ る），　t．夏，　Paris，1965，　pp ．1−124 ；6d．　A 、　Strllbe1（B，　N，　f，　fr．
　 】i2786お よ び 378 に よ る ），　Paris，1992　pp ，42．．267．
34〕　

“de　la　terre　Alixandrins ，，
’
list　Ca　Ies　arbre ： apurter

幽’
（6d．　cit．　dc　Lecoy ，　vv 、　b1　91−．592）．cf．壱d，　Strubei，　vv ．

592　593，
35）　

”de　la　terre　as　Sarradins〆Fist　Ga　cos 　urbi
’
es 　aperter

”
（6d，　Polrio熟、　vv ．592 −593〕，

36｝　成．律 （］e／s 〔Oinmanden ユents ）qlbid，、　v．2059） を陳述す る場 面 を除 くじ
37｝ 「愉楽 」」 陽気．1 の 演出、乙 れ は ア

ー
サ
ー

王 伝説 の
「
物語」 群 に あ ヅ 〔．騎 士 達 に 高揚 した 気 分 を保 証 しえ

　　る 者・ア
ー

サ
ー

の 役 割 で あ ．・た 。証 胃 を 集 め る の は 容 易 で あ る ，b ミ、　Cf．　Ph．　Menard ，　Le　Rire　et　le　Sourire

　　dans 　te　Roman 　coerrtoi ，s ρn　Franc’e　au 　Moygη Age ，（1150．．1250）、　Genさve 、1969．　pp．420−426 ；E ，　Baumptarl ．−

　　net
’
，
”Arしhur　et　ies　Cl

−
［evaiiers

．Lenv
〔lisiez

’”1，　jnA’omania ’
，し．105 〔198・1），　p，321322．

　　； の 王 者 に 蜘
「
L て 課 せ られ た 義務 を怠 る ア

ー
サ
ー1・1− 　 「窓辺 の ア

ー・一．目 ま単 な る ト ビ 。ク ス で は 撫
．…一一

　　と して 稿者 の 見解は 他で 述 べ た （
“ArtUボ as　fenestr’es”　et 　 son 　d印 ar 之

“
parmiEa 　mer

””
，　rr明 塋 大 学 研 究 紀要 』，

　　目 本 文 化学部、言
．
譜文化学科、Nレ6 （1998），　pp．205214 ）e

38）　二 の 語 は 活 動 と具 体 と を 想定す る （J．Dufournet，　Guillautne　de　Lon ．is、　Le　RomWtt　de　ia　Rose，　Paris，1999，
　 P．25S ）0

39） 「愉 楽」 の 園 の 戸 を あ けた
一
閑 暇．（Oiseuse ） は 自分 が 1愉 楽」 と …

‘
親 し き友、連 れ … （Priv6e（．．．） illCjut

　 et　aGointe ！De　Dedult ）（6d．　cit．　de　Poirion，　vv ．589．．590〕 と名 乗 る。
「
閑 暇一！ は 宮廷風 文学 に 通 定 す る基 本 概

　 念で あ る は ずで ・「愉 楽．1 と・潤 連 を 含めて 、以 下 の 拙稿 参照、
“
Sur ↓・ pers。n1 ・ag ，　d・Oi、， u、，

・
，正。　Etades 　de

　 Langue 　et　de　Littirαture　Franc’aises ，目本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン 7・文学会、　N °32（1978）、pp ．1−24。
40） 『薔薇物語』 に お 鵬 樹本 へ ・・圧 倒 的 な 闖心 は すで に ＋分 ｝二本

・
デ・ r紀劃 （N

・13q977 ），　PP．29−45） を まず

　 皮切 りに 次 の 拙稿 で テ ク ス ト、視 点、主 題 を 変 え て 論 点 を明 らか に し
「C い る 。

‘」
Le　JardirL　et 　son

『5estre ”

　 dans 　Ie　Roman 　de　ta　Rese 　et　dans 　Ie
”
Dil　dou　I．yon

’1
，　in　Cahiers　de　t

’
）lssociation　lnter71・ationale 　des　Etu．

　 des　Fra7iga’isc，s・N
．3・9（】982）・Par且S　PP ・25−．37 ；

”
Symbolisrne　v 壱96tal （P］antes 　piquantes ）

”，1n漉 ‘απ9g∫ of−

　 fert．s　au 　I！rofesseur＿4 　1ice　Planche ，　Paris，】984，　pp ．455．−464．
41）　近 年 r薔 薇 物 語』 の 樹 木 へ の 関 心 が 中世 仏文 学 に あ って 例外的 で あ る、とい う コ ン コ ーダ ン ス に よ り論証 を

　 試み た 著葡 堵
二
わ され て い る （た だ し ラ テ ・ 文学 が 主 眼 で 噛 薇物語』 ・羈 入 部に すぎな い ）。

42）
“
Li　 un ・ 設・ lc＞i・9 ・1・ r・・t… ssig．！P嬬 4 ・ ・耽 嬬 … u　d・・sis 　；．：

d

（ed．　P 、．ロi，至。 。，　v ，．13671368）．
43）　toiseは 厳密 に は 1 メ

ー
トル 949 セ ン チ に あ た る 。

　 こ の 度 量 衡は 中代英語 に よる チ ョ ウ サ
ー

〔Geoffrey　Chaucer ）訳 と され る 『薔薇物語．1 の こ の
一一節 toiseは ru・．

　 dome （1rn．83） とあ る （Tize　Romauntoftha／〜ose 　and 　the　Roinan　de　ta∫Rose．．tl 　Parallel−text，　ed ．　bv　R，　Sしither ．

　 1and、　Oxford、塵968，　p．28）、

　 Cf，1「薔 薇 物 語 』 で 想像 を 絶 す る面 積は一E記 （本稿註 （40）『紀要』 お よび AiEF 掲載論文 ｝ お よ び以 ト
．
で も指

　摘か つ 強調 し
．
〔 きた・Cf、禰 塁注書 瀟 薇 の 物 蒲 、大 学書林、昭 ill　63・｛t・、　P．6。

441） E・R・C ・ ・tius ・fi；・
・
iσpdiische　Literatur　und 　Lateintsches　 ilfittetalter ．　B ・ rn ・und 　Man ・h・n，　1948，　pp ．19i−．

　 2eg．

45）

46）

47）

　Ed ．　cit．　de 　Pau しhier，　LX ）（XIII，　p．270，ユ】．2．．4．；Ed．　Bene・detto，　p．76，　ll、53．．55．
　上 掲 該 （32） 参照。

　
Ed ．　Benedet亡ol　p．75』 ．41 ．45．シ ュポ ワ （Ed ．　cit、　de　Pauthier ） に 1ま次 の 「池．2 〔Tac｝ の 描 写：が 省賂 され

て い る 。
48） 湶 水」・「川 順 あ るが・あ くまで 澄ん だ、輝 く水 が 問題 で あ る ．纐 漁 撫 ど水 働 伽 不 在 ．た だ し、
　嚆 薇繍 』（前 編 ）に 先手丁す る ・　 12世繊

一一
儲 も7a　一．て い た は t”

’） ア ・ ド・
・
ア
・

ヵ ペ ’・ ラ ー．s．。．（A 。
．

　
d「ea

　
CapPellanus） 1： よれ’ぱ 「愉 楽瑚 ．．1 ・・ 「

．
泉水．」（f… ）に は 「あ らゆ る 種の ・礁 ．1（・ m ・1・ m 　9 ，nerurn 　pis−

　
Cicu ユ゚ 「・ m 　 ・pecies） 力煽 硫 た・と

．
諭 （0 ・ 勉 昭 ・ece … 1t　E．　T ・・j・1，　M （inehen ，　1972，　p，　100）。

49）

50）

51）

52＞

E ⊂Lclt．　de　Pauthier，　XCIX ，　P．342，王、3、
匸bid．、　XC ：X，　P．342，1且．4−5、
魁 ボ 呻 （Ed ・cit ・d・ P・ ・ thi・ ・）ic ・・S・B ・N ．　f．　f・．　ll16 （ed．　Be・ ed ・・t・） に も躍岫 づ 出 覡 鱗 い 。　R 。 。 、、、

．
si° ｛1559　f ・f・f・・11】6 以 身ゆ テ ク ・ トに よ る 伊訳）に よ る （e・1．・B … d・tt。，　P．98．・n 。 t。．　b〕。

ヨ ーP ッ
パ 中世宮廷風文学 （騎士 文化 も含 め て ） に 冬の 季節 は 完 全 に 欠 落 す る 。最 も初期 の 、しか もこ の 季

節 を姓 観 の うち に 馳 込み・e ”
e の 表 象 と し た 詩人 シ ・ ・レル

．・
ド ノレ L・ア ン （Ch、，1，、・d

，
O ，16an ，）の 耀 を

待 舗 麟 ら な い 朏 学位 論 文・蹄 ‘幽 伽   鞭 翩 ・i・・dans 　 ta　p・ti・ie　de 　Charie、　d
’
Ortdens、　P 、，i，，

】974 お ・螂 「シ ・ ・レ ル ’ド ・レ ・・ア 癖 研 究 』、フ ラ ン 咽 書、1978 （文部省一fee成 果刊f蘭 、 よ る ）参 照 ）、．
8
）

012q
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）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

3456789012355555556666Ed ．　cit　de　Benedetto，　XXXm ，　p．25，　L　6．

Ibid．，　XL ，　p，　p．32

1bid，，　XL ，　p，32，監．2．

Ibid．，　XL ，　p．32，1．6．

Ibid，，　XL ，　p．32，　ll．8−9．

Ibid，，　XL ，　p．　ll，11
−12，

ポーロ に お ける 「枯れ樹」 が 『旧約』 の 「エ ゼ キ エ ル 」 （XVII，24）か らか
。

Ed，　cit．　de　Pauthier，　XL ，　p，32，　L　10．

Ibid，，　XL，　p，32，1．11．

Ibid．，　XL ，　p．32，1．　ll，

Odorico 　de　Pordenone，
’‘Liber　de　Terra 　Sancta

”
，　in　J，　C，　Laurent，Peregn

’
natores 　Medii　Aevi　d物atzaor，　Lei・

　 pzig、1864，　p．154．

64）　Vincent　de　Beauvais，　Specutum　ffistoriae、　Douai，　1624。　xxxi ，59．こ の 2者 （（63），（64）） か らの マ ン ド ヴ

　　ィ ル の 借用 が提 出 さ れ て い る （H．Yule，　Cathay　and 　the　way 　thihter，　London ，　voHI ，1913，　pp ．8
−13 （オ

ー
ド

　　リ コ に 関 し）、（ヴェン サ ン に 関 し） （Ed ．　cit．　de　Letts （上 掲註 （14） 参照）、　t．1，　p．　48，　note 　3）。

65）　Ibid．，　t．　II，　pp．244−245．オ ード リ コ は Tauris （ペ ル シ ャ ） の 地 名 を挙げ て い る （Ed 、　cit．　de　H ．　Hule，　vol ．

　 II，　P，103，　note 　2）。

鋤

聞

鋤

働

ゆ

ゆ

吻

刪

初

陶

禰

恥

捌

鋤

鋤

鋤

”
arbre 　de　chesne

”
（Ed．　Letts，　t．　II，　p．264）．現地人 は こ の 樹 を Dyrp （lbid．　p，265） と呼ん で い た 。

Ibid．，　t．　II，　p．265．

Ibid．，　t．　IL　P．265．
Ibid．，　t．　II，　p．265．
“
Pour 　ce　a　on 　larbre　en 　grant　reverence 　at　Ie　garde 　on 　bien　chierement

”
（lbid．，　t，　II，　p．265，　li．13

−14）．

拙稿 『人間 は樹木 の ご と く
…

』 （1）（上 掲註 27）参照 に 論述 した。

Ed．　cit．　de　Benedetto，　XL ，　p．32，　ll．12
−13．

在位 1265年一1282 年．
Ed ．　cit，　de　Benedetto，　CCIII，　p．222，　IL　l−9．

Ibid．，　CCXV ，　p．229，且．6．

Ibid．，　CCXVI ，　p，229，　L　3．

Ibid．　XXIII ，　p．16，　H，6
−7．キ ッ プ チ ャ ッ ク （南 ロ シ ア ）

グ レ ゴ ワ
ー

ル 本 （Pauthier版） に は 欠落す る が 「塔」 が 「鉄の 門 1 （Porte・de・fer） （1．5） と呼 ば れ る。

Ed．　cit．　de　Benedetto，　XXIII，　p，16，11．10
−14．

Ibid．，　XLV 、　p．35，1．4．

「フ ラ ン ス 語 で は ア レ ク サ ン ドロ ス を意味す る 」 （lbid．，　XLVII ，　L　5）。ロ
ー

マ の 皇帝 た ち の ア レ ク サ ン ドロス

　 の 個人 崇拝 は イ ン ドに い た る まで 受 け 継 が れ て い た （」，H ．　Phi！ipot，　The 　Sacred 　Tree　 or 　the　Tree　in　Relig−

　 ion　and 　Myth，　London ，1897，　p．99）。

82）　Ed ．　cit　de　Benedetto，　XLVII，　p ．36，　ll．3−5．

83） ペ ル シ ャ ー、ダ リ ウ ス との
一

戦に 勝者 とな っ た ア レ ク サ ン ド ロ ス 大 王 は 服従 を相手 に 誓 わせ る （BC 　333）

　 が ダ
IJ

ウ ス は その 年 7 月獄死 して い る 。　BC 　327 年に 実際 は ア レ ク サ ン ド ロ ス は ダ 1丿ウ ス の 息 女 で は な く、そ

　　の 仲介 で バ ク ト リア の 実権 を 握 る オ ク シ ュア ル テ ス （Oxyartes）の 娘 ロ ク サ
ー

ナ （Roxana） と結婚。大王 の

　 予孫 に か ん して 東洋学者 ポ テ イ エ の 詳 細 な註 を参 照 （Ed ．　Pauthier，　pp ，117−118，　note 　2）。

84）　こ こ で 正 確な遡源研究
一

ル ス チ ケ ロ が 1
一
ア レ ク サ ン ド ロ ス の 書」 と名指 して い る 「書」 は な に か の 特定 は

　　は こ こ で は さ て お き、一 先に 推定 を試 み た い
。

二 れ は写 本模写 の コ ピ ス トの 水 準 で の 「混同」 で あったか も

　　しれ な い 。

禍

85）　Ps召 udo −Catlisth2ne （texte　L），ed．　par　H ，　Van 　Thiel，　Darmstadt，1974，

86） 恥 ‘。畑 ‘，・・痂 物 ・・ゴ備 ・齟 俶 ・1・m 鰓 勸 叨 ・・ 襯 d ・ 伽 餾 ・u ・ ・♂d・ ・itu　ln伽 ・ξd・pa 「 B・

87）

88）

Kuebler ，　Lipsiae，1888．

　“Domitor　Orientis
”
（Ch，　Frugoni，　La　Fortuna 　d　

’A 　lessandro．ifagno 匸弼 m 螂 fc海拗 at　Medioevo ，　Firenze，

1978，pp．7et 　85）．一方、ロ ーマ 皇帝た ちの 大 王 の 個人崇拝が 乙 の 方 向 に 大 き く関 わ る （lbid．）。

　Arrianus，　L7nde ，6d．　par 　P，　Chantraire，　Paris，1927，　VII，　L　3　et 　15，5，東方遠 征 （史実） の 神話 的解釈 は

　 ア
ーサ ー王 に よる そ の 足 跡 を訪ね る とい う新た な ア

ーサ ー王 伝説 に 組み 入 れ ら るべ き 「神話」 を生 ずる 。以下

　の 拙稿参照。”E　si　veira 　les　bones，（＿）／　Que　Artus　aveit 　faites　en 　Ori
’
ent 　fichier1

’
，　in　Mgtanges 　offerts　d　Li・

　 onello 　Sozzi，　t．1，　Paris−Torino，1996，　pp．1
−21．

89） rイ リ ア ッ ド』 の 校定本 も手掛 け た と さ れ る カ 1丿ス テ
ー

ヌ は ア レ ク サ ン ド ロ ス 大 王 を ホ メ ロ ス 流 の 英雄 に 仕
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「人 間 は 樹木 の ご と く ・・・…1 （ID 併
．
佐木

．
茂美

　 立 て 、ヘ ラ ク レ ス の
．
r．孫 と位 置づ 忌ナる。r擬 力 リ ス テ

ー
刈 の ア レ ク サ ン ド ・ ス の 神格化 に 伴 う 「東洋 の 覇 者．、

　 （Ch．　Frugoni，　Op．　cit．〔土 掲註 87＞） と す る 方 向 は あ き らか に 執 筆
．
当時、3世 紀 の 1＝ 一

マ の
「
帝国 宅 義的 イ ヂ

　 オ 冒 ギ ・一．」 に 合致す る 毛の で 墾．あ ッた。
9〔｝）　

’
J’he ルf¢ 4招 四 α ‘French．　 Roman 　 d　L4　tc，xandre ．　 ed ．　by　 E．　 C．　 Arrnstrong，　 vo ｝．　t−Vl，　Princeton．Par玉s，】937

　 】942 ：Alexandrc　dc　Paris．　voi．11．　vv ．3721　sqq ．；versi 。n　de　Ven 孟se，　Muse 。　Clvi。 ・ ．　v 。1．　1，　vv ．624。　sqq ．；ver ・

　 si 。 n 　des　Archlves　Arsenal，　vd 、い v、29．　60　sqq ，
91）　R ，Oursel，　Les 　Pt？terins　du ル恥y‘墹 ／lge，　Paris，1963，　p．24，
92）　「驚異 1 は 虚 fゴと して 看 られ た が ？　マ ル コ

・
ポ
ー

レ」 は 1
．
i：∫ノJ の 」 虚言 を 弄 す る 、とい う評 判 を とって い た 、

　 と され る。写 本に よッて は 1】Milioneが 張 り付い た も“・が あ る 。 上．掲註 2）．参照。

　 稿 者 は 15世 紀 初頭 の ク リヌ チ
ー

ヌ ・ド・ピ ザ ン CChristine　de　Pizan） を紀行 の 観 点か ら検討 して い るが 、

　 「差 異 」
∫丶 の 、舌ミ向 は な し

．・（
“
Le　po6te 　et　Pallas　dans 】e　Chemin　de　Christine　de　Piznn1”　iri　Revue ゴgs　i．an −

　 gues　Rom．anes ，　Parlsl　t、　XCII ／／i988，．〔numere 　spe ，cial ），pp ．369−．38  ；「地 誌 と想像 界 の 道 と名．所
．
一： （1

」
ア
ー

ず

　
一＋：伝説 に お け る聖域 へ の 舟 と道進、中央公 論事 業出版、1989）。

本稿 は 以
．
ドの 論文 と共 に 「文部省科学研究費 （平．成 8年〜10年度）」 に よる 研 究成果で あ る

（Les　travaux 　qui　suiN ・ent 　ont 　fait　1’objet 　de　subside 　du　Minist¢ re　de　1’Education 　Na1：icn−

ale 　du 　Gouvernement 　Japonais（1996　a　1998））。

（i）“Esi　veira 　les　bones ，（＿）／Que　Artus　aveit 　faites　en　Orfent　fichier，
”
in　Studi　d・i　Sto−

nla　degla　Civiltd　getteraria　francese，　Me
’langes　offerts 　d　Lionelto 　So9廓，　vol ．1

，
　Paris，1996，

pp ．1−18；  「『散文 ト リ ス タ ン 物語』 と Hudent お よ び そ の 子孫 の 介入 」、明星大学 ・日本

文化学部 ・．言語文化学科 r研究紀要』、N ° 5 （1997），pp，150・．162； 
“Anel　et　Seel：de　Be−

r・ ul 　et　 dU　LancetOt　aU 　RO7nan　de　 Tristan　 en 　pr・se ；
t
　 in　A・fiSCeltanea漉 伽 Z，α♂ゴα識 f6一

伽 gg5 〔漉 π s £ P々痂 ρρθ 椀 ηακ ，　t．　il，1998，　Paris，　pp，1203−−1212 ； 
∫
．
「散文 b リ ス タ ノ 物

語』 へ の 祝点・一一 1
．
二人 の 狩．人＝騎十 とブ ラ シ

ェ 犬の 介 人 ．
、 「普遍文 明 と民族文化』 明星大 学

青梅 校舎 Ei本 文 化学 部共 同研究論 集 ・第 1輯 （1998），　pp，92−125 ；  
“
Artus“

as　fenes−

tres”

et　son 　d6part “
parmi　la　mer

””
，明星大 学 ・日本 文化学部 b 話

．
語文化学科 『研究紀要』、

N ° 6 （1998），pp ，205−214；（  　
」‘L’image 　can ．ine　du　Roman 　de　7

’
ristan 　en 　1）rose 　a ：Brunet辷o

しatini ∴ （国際 宮廷風文 学会総会研 究発表 （カ ナ ダ、ヴ ァ ン ク
ーヴ ァ 、1998 ！7） （Ei亅刷 ・

．
1・）；

  「r人 間は 樹木 の ご とく
…

』
．一一
樹木 の 伝説 ・聖杯 の 伝説一一．

」 （印刷中）；  「『人間は樹木 の

ご と く
…

』 （II），二 人 の 旅人 1（印刷 中）；   rr人 間 は樹木 の ご と く…．』（HI）
一樹 ドの 従

姉た ち
一．．．i （印刷中）； 

‘’Alexandre 　le　Grand　dans　le∠Devisement　du　Monde”
（近刊、於

フ ラ ン ．ス ）； 
‘’La　Flore　et　la　Faune 　dans　ie　1）evisement 　dza、Mondei

’
（近刊、於 フ ラ ン

ス ）  Intervention　de　l
’
autre 　a　la　cour 　d’Ar ヒほs （国際 ア

．一サ ー王 学会総 会研究発表、於
・f タ リ ァ ・ガ ノレ ダ、1996f8）（要約 Bulietin　BibliograPhique　de　la　Socie

’
te　lit　ternationale　A 　r−

thuriJenne
，　tome 　49 （1997），　p．374） 近刊、於 フ ラ ン ス ）  「ヨ

ー
ロ

ッ
パ 中

．
世 の 死 生 感．一一一一

あ る 皺 岸 〉 の 消滅… 一
」 （明星 大学青梅校舎第 8 回公 開講座、26／6，

・’1996 （晴 梅会熱 第

9 号 （1996）pp ．1呈7−128）（φ「吟遊詩人 ト リ ス タ ン ー1、（明星 大学青梅校舎 Fi本文化 学部合同

研究会、21／12A996）（近刊）、  Tristan 　et　seslles
’‘brachets”　一一 dans　le　Roman 　de　Tn ：s ・

tan　en 　Prose・Misceltanea　rVfedievaJia，　rVftilanges（）fferts　d　FranFOゼs　Su α rd ，　Paris，　ig99）
（Ell刷中）、  「説 話 と神話 の 相互 シ

．
フ トーk　 R 本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文学会秋季 総 会、 シ ン

ポ ジ ウ ム 〈神話 と文学〉基
．
調報告 （於 名 古屋 大学、2／1111996）（近刊）
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